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し上げる力が 1~3kN 程度の大きさである． 
・ 通常の深絞り加工では加工初期において，ブランクに面圧が最も大きく加わって
いる．また，このときの力の加わる角度が 40°～50°の角度で加わっている． 
・ CFD 解析および有限要素法解析の結果から，新たにダイスを設計し，水の流れが
上方向にブランクを押し上げる力を計算したところ，5～2kN 程度となり，45°の
角度で 8 箇所から高圧水が噴射されているダイスの二倍程度の力を加えているこ
とが分かった．このことから，同等の製品を成形するには，加工時の出力を半分
程度にできることが考えられる． 
・ 新たに作成したダイスを用いて実験を行ったところ，10MPa の水圧で成形が可能
になり，過去のダイスより出力を 75%削減することができ，高水圧が原因と考え
られる成形品表面の傷を低減することができた． 
 
 
